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国
土
交
通
省
は
八
月
五

日
、
東
京
・
港
区
の
Ｔ
Ｋ
Ｐ

品
川
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
で
平
成
二
十
七
年
度
第

一
回
「
下
水
道
技
術
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長

・
花
木
啓
祐
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
教
授
）
を

記
者
会
見
に
は
佐
藤
理
事

長
、福
田
義
次
副
理
事
長(

総

務
担
当
）
、
小
堀
卓
三
副
理

事
長
（
技
術
担
当
）
、
宮
崎

文
雄
副
理
事
長
（
事
業
担

当
）
、
宮
城
美
貴
男
専
務
理

事
、
石
井
正
治
総
務
部
会
長

開
き
、
持
続
可
能
な
下
水
道

シ
ス
テ
ム
な
ど
技
術
開
発
分

野
ご
と
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

近
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
九
月
中
に
下
水

道
技
術
に
関
す
る
中
長
期
的

な
方
向
性
を
示
す
新
ビ
ジ
ョ

が
出
席
。
川
勝
昭
彦
事
務
局

長
の
司
会
で
組
合
運
営
機
構

ン
を
策
定
す
る
。

当
日
は
花
木
委
員
長
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
昨
年

度
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
た

が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
多

様
な
内
容
に
な
っ
た
。
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ

や
役
員
の
業
務
分
担
に
つ
い

て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
体

制
に
よ
る
抱
負
を
語
っ
た
。

今
期
の
組
合
運
営
機
構
は

総
務
、
経
理
、
技
術
、
単

契
、
メ
ン
テ
、
事
業
の
六
専

門
部
会
で
構
成
。
役
員
の
業

務
分
担
で
は
総
務
部
会
長
に

石
井
氏
、
経
理
部
会
長
に
市

原
貞
夫
氏
、
技
術
部
会
長
に

平
野
吉
春
氏
、
単
契
部
会
長

に
藤
田
克
仁
氏
、
メ
ン
テ
部

会
長
に
新
家
功
一
氏
、
事
業

た
い
」
と
活
発
な
議
論
を
促

し
た
。

新
ビ
ジ
ョ
ン
は
①
策
定
の

背
景
②
策
定
の
基
本
方
針
・

技
術
開
発
分
野
と
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
③
技
術
開
発
の
推
進
方

策
―
―
の
三
章
で
構
成
。
こ

の
う
ち
第
二
章
で
は
①
持
続

部
会
長
に
杉
田
太
刀
夫
氏
が

選
任
さ
れ
た
。
ま
た
共
同
受

注
委
員
長
に
木
村
昌
民
元
理

事
長
、
共
同
受
注
検
査
委
員

長
に
宮
崎
副
理
事
長
、
都
管

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
佐
藤
章
理
事
長
）
は

港
区
赤
坂
の
東
京
都
管
工
事

会
館
に
設
け
て
い
る
総
合
設

備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（�
○
一
二
○�
八
五
○�可

能
な
下
水
道
シ
ス
テ
ム
１

（
再
構
築
）
②
持
続
可
能
な

連
出
向
役
員
と
し
て
副
会
長

に
佐
藤
理
事
長
と
宮
崎
副
理

事
長
が
就
任
し
た
。

新
体
制
に
つ
い
て
佐
藤
理

事
長
は
「
安
心
し
て
業
務
を

遂
行
で
き
る
体
制
が
整
っ

た
。
素
晴
ら
し
い
方
々
の
ご

協
力
を
得
て
誇
り
に
思
っ
て

い
る
」
と
表
明
し
、
通
常
総

代
会
で
採
択
し
た
①
加
入
促

進
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う

②
災
害
時
対
応
に
万
全
を
期

そ
う
③
若
年
技
能
者
の
育
成

に
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組
も

う
④
共
同
受
注
業
務
の
円
滑

な
推
進
に
努
め
よ
う
―
―
の

四
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
実
現
に
積

極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

し
た
。
そ
の
う
え
で
「
都
民

の
信
頼
に
応
え
る
に
は
技
術

・
技
能
の
向
上
が
不
可
欠

一
九
五
／
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
○

三�
三
五
八
五�
○
一
九

五
）
を
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
都
民
の
期
待
に

応
え
る
基
幹
事
業
と
し
て
快

適
な
職
場
環
境
を
整
備
し
、

下
水
道
シ
ス
テ
ム
２
（
健
全

化
・
老
朽
化
対
策
・
ス
マ
ー

ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
③
地

震
・
津
波
対
策
④
雨
水
管
理

（
浸
水
対
策
）
⑤
雨
水
管
理

（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
・
Ｓ
Ｓ
Ｏ
・
雨
水

利
用
）
⑥
流
域
圏
管
理
⑦
リ

ス
ク
管
理
⑧
再
生
水
利
用
⑨

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
⑩
創

エ
ネ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
⑪
低
炭
素
型
下
水
道
シ
ス

テ
ム
―
―
な
ど
技
術
開
発
分

野
ご
と
に
具
体
的
な
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
明
示
し
た
。

だ
。
技
術
・
技
能
集
団
と
し

て
よ
り
一
層
研
鑽
す
る
こ
と

が
将
来
を
担
う
人
づ
く
り
に

つ
な
が
る
」
と
強
調
し
た
。

水
道
事
業
に
対
す
る
理
解

と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

「
東
京
水
道
あ
ん
し
ん
診

断
」
に
つ
い
て
は
東
京
都
水

道
局
が
二
十
七
年
度
後
半
か

ら
四
年
半
に
わ
た
っ
て
都
営

水
道
使
用
者
約
七
百
五
十
万

件
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
、
東
管
協
組
と

三
多
摩
管
工
事
協
同
組
合

（
松
田
英
行
理
事
長
）
が
共

同
受
注
し
た
。
今
年
度
は
約

三
十
万
件
に
つ
い
て
①
簡
易

漏
水
調
査
②
簡
易
水
質
調
査

③
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
配
布
④
お
客

さ
ま
ニ
ー
ズ
の
把
握
―
―
な

ど
を
試
行
す
る
。

よ
り
迅
速
・
円
滑
な
運
営
に

努
め
て
い
く
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
宅
地
内

の
給
水
・
排
水
設
備
の
修
繕

と
登
録
組
合
員
へ
の
斡
旋
・

手
配
を
二
十
四
時
間
・
年
中

無
休
体
制
で
受
け
つ
け
て
い

る
。
と
く
に
女
性
を
中
心
と

し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る

電
話
対
応
が
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
た
め
職

場
環
境
改
善
の
観
点
か
ら
室

内
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
や
ト
イ

レ
の
整
備
な
ど
約
一
カ
月
か

け
て
改
修
工
事
を
行
っ
た
。
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佐藤理事長

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
佐
藤
章
理
事
長
）
は
八
月
十
一
日
、
港
区
赤
坂
の
東
京
都
管
工
事
会
館
で
記

者
会
見
を
開
き
、
第
三
十
五
期
組
合
運
営
体
制
と
新
た
に
共
同
受
注
し
た
「
東
京
水
道
あ
ん
し
ん
診
断
」
業
務
の

概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
席
上
、
佐
藤
理
事
長
は
平
成
二
十
七
年
通
常
総
代
会
で
決
議
し
た
四
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

実
現
を
め
ざ
し
、
組
合
員
の
加
入
促
進
に
よ
る
組
織
強
化
や
財
政
基
盤
の
確
立
、
災
害
対
応
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
と
く
に
技
術
・
技
能
の
向
上
に
よ
る
人
材
育
成
へ
強
い
意
欲
を
示
し
た
。
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花木委員長らが意見交換
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快適な環境で業務に励む

幹部役員が記者会見


